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2) 井上 誠： いつまでもおいしく食べたい．オアシス 21，61：14-15 頁，2009． 

3) 井上 誠： 万物流転．新潟大学歯学部同窓会誌 29：3-5 頁，2009． 

4) 井上 誠： 地域をささえる（595）．厚生福祉 2008 年 10 月 24 日，時事通信社，2008． 

5) 伊藤加代子： 介護予防のための口腔機能の向上入門講座．新潟大学歯学部公開講座，新潟，

2008 年 7 月 15 日． 

6) 伊藤加代子： カウンセリング勉強会．Ns 勉強会，新潟，2008 年 7 月 9 日，11 月 13 日，2009 年 1

月 14 日． 

7) 井上 誠： 摂食・嚥下障害患者への臨床的アプローチと食品との関わり．FOOMA JAPAN（2008

国際食品工業展），東京，2008 年 5 月 27-30 日． 

8) 井上 誠： 漁師だけが知っていた！シラス驚異の美味料理．日本放送協会 ためしてガッテン，

2008 年 5 月 7 日． 

9) 井上 誠，秋元幸平，別府 茂，田辺英児，山野井澄江： 食の支援ステーション開設．歯学部ニュ

ース 平成 20 年度第 1 号：14-22 頁，2008． 

10) 井上 誠： 今日までそして明日から．歯学部ニュース 平成 20 年度第 1 号：38-39 頁，2008． 


